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4.1 情報学科の構成と計算機科学コースのカリキュラムの概要（奥乃 博） 
4.1.1 情報学科の構成 




















ABET (Accreditation Board for Engineering and Technology) および  JABEE (Japan 



















 表 4.1に示すように、計算機科学コースのカリキュラムは主に 1-2回生を対象とした
全学共通科目と、専門科目とからなる。このうち専門科目は講義科目と実験・演習から
構成され、必修科目は「情報と職業」「特別研究」および「計算機科学実験及び演習 1-4」
の 6科目 12単位である。卒業には、全学共通科目から A 群 16単位、B 群 26単位、C















表 4.1 計算機科学コースのカリキュラム体系 
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演習 2 2 
全学共通科目 B群科目（2回生） 
微分積分学続論 A、 B、  線形代数続論、  熱力学 
振動と波動、  確率基礎、  数理統計 







微分積分学 A、 B、  線形代数 A、 B、  物理学基礎論 A、 B 
物理学実験、  基礎情報処理演習 
A群科目  16単位 
C群科目  10単位 
   D群科目   4単位まで 
 
4.2 計算機科学コースの ABET、JABEEによる教育評価の報告について（上林弥彦） 
■ABETのコンサルテーションビジットなどについて 
 98年 10月に東京電機大学の当麻教授と一緒にアメリカのコンピュータ関係のアク
レディテーション機関である CSAB(Computing Sciences Accreditation Board) がカリフ
ォルニアの 2大学を対象に行った審査にオブザーバとして立ち会い、審査状況を観察
する機会があった。この時に、日本ではわからないような事情を知ることができた。
さらに、2000年 1月 11日から 12日にかけて、京都大学工学部情報学科計算機科学コ
ースにアメリカの ABET および CSAB の委員によるコンサルテーションが行われた。



































































1月 11日  
 9:00-12:00 概要説明、資料読み (コース長、ワーキンググループで対応) 
12:00-13:00 昼食 （教室会議メンバー（教授、助教授））  
午後 インタビュー (教官は 14:00-17:10、学生は 17:30-18:00) 一人 30分 
18:30- 計算機科学コース教官との夕食  
1月12日 
 9:00-10:15  学生実験  
10:45-12:00  外部訪問 
 （メディアセンター、大型計算機センター、 附属図書館、研究科図書室）  
12:00-13:00 昼食  
午後 追加調査（追加インタビュー等）  
15:30- コース長への結果報告  




























































 平成 12年 12月 17日から 19日にかけて、情報学科計算機科学コースに対して JABEE
の試行が行われた。亀山助教授（現在筑波大学）、垂水助教授（現在香川大学）および上林
（学科長）が中心となって対応した。参加者は 
委員長 大岩 元 （慶應義塾大学） 
委員 都倉 信樹（大阪大学基礎工学研究科） 米田 英一 
オブザーバ 諏訪 基 （大阪工業技術研究所） 高橋 延匡（拓殖大学） 
 萩原 兼一（大阪大学基礎工学研究科） 和田 英一（(株)富士通研究所） 
 
スケジュールは次の通りである。 
17日  夕方から 委員の討議 
18日   9:00-10:30 全体説明（上林、垂水、亀山） 
  10:30-12:00 学生実験説明(60分)と見学(30分) 
  12:00-13:00 昼食 
  13:00-13:30 学生実験見学の続き 
  13:30-14:30 審査団検討（適宜講義見学[垂水、 湯淺]） 
  14:30-15:00 インタビュー（森、富田）、講義見学[実験 2] 
  15:30-16:00 インタビュー（上林、湯淺、池田） 
  16:00-16:30 インタビュー（垂水、湯淺、茨木[数理]） 
  16:30-17:00 インタビュー（佐藤、河原、岡部） 
  17:00-17:30 インタビュー（石田、林、椋木） 
  17:30-18:00 学生インタビュー 
  18:00- 非公式会談 
       -20:20 審査団検討 
19日   9:30-10:00 追加インタビュー 
  10:00-12:00 施設見学（図書室→メディアセンター） 
  12:00-13:20 昼食（新工学教育カリキュラム実施検討委員会委員と） 
  13:30-15:20 審査団打ち合せ 
  15:20-15:50 学科長への報告等 
  16:00-16:25 工学部長・情報学研究科長および 新工学教育カリキュ
  ラム実施検討委員会委員長への終了インタビュー 






















































4.3 数理工学コースのカリキュラムとアンケートの概要（片山 徹） 
4.3.1 数理工学コースのカリキュラムについて 





表 4.2 数理工学コースのカリキュラムの体系 
 
 数学系専門科目 力学系専門科目 計画系専門科目 制御系専門科目 実験・演習他 
    特別研究 
4 



































微分積分学続論 A、 B、  線形代数続論、  熱力学 
振動と波動、  確率基礎、  数理統計 
専門科目 
情報学概論 1、 2、  プログラミング入門、  計算論入門 




微分積分学 A、 B、  線形代数 A、 B、  物理学基礎論 A、 B、 
物理学実験、  基礎情報処理演習 
A 群科目  16単位 
C群科目  10単位 




























4.4 数理工学コースシンポジウム（高橋 豊） 
4.4.1 シンポジウムメンバー紹介 
M1 ：司会兼モダレータ（計画系担当者）   






C1 ：コメンテータ 1 















































































4.5.1 第I部 講義について （S:学生の発言 T:教官の発言） 
S：高校では 45分程度の授業時間しか経験していないので、90分授業の最初から最後ま
で集中力を持続するのが難しい。授業は前半 40分と後半 40分に分け、途中に 10分
の休憩を挟んではどうか。予備校にはそのような実例がある。 











































































































4.6.1 第Ⅰ部 数理工学コースの授業科目について 
 
 アンケート対象科目 
2回生後期 質点系と振動の力学 回収数 34 
3回生前期 線形制御理論 回収数 33 
 確率と統計 回収数 34 
 工業数学 A2（微分方程式） 回収数 45 


















A 90 ％以上 
B 70～90％程度 
C 40～70％程度 
D 10～40 ％程度 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A 自分ではよく勉強したと思う科目 （  科目） 
A1 その中で合格した科目 （  科目） 









B 勉強しようと思っていたが途中でつまずいて勉強しなくなった科目 （  科目） 
B1 その中で合格した科目 （  科目） 










C 始めから勉強しなかった科目 （  科目） 
C1 その中で合格した科目 （  科目） 




































































































































































B1 1回生  
B2 2回生  
















































































































































































































































































































































































































 近大では入学者募集や就職活動の際に JABEE 取得大学というのが効くとききました。
京大の学生はそのようなことを意識していないのでは無いかと思います。学生に対するア
ンケート、また卒業生にもアンケート取ってはどうでしょうか。（工業化学） 
・先日の情報学科の FD楽しませていただきました。 
私は化学系に属する教官で、学部生の時（理論系の研究室ではありませんでしたが）必
要にせまられて工業数学、工業力学、解析力学、微少振動論を旧数理工学の先生方に御教
え頂きました。なかでも、池田峰夫先生の教科書「応用数学の基礎」は先生の授業も受け
て毎時間演習をして頂いたこともあり今でも手元においておりますし、現研究室の院生に
も大変わかりやすいと本であると大変好評で学生自ら購入して自習しておるようです。 
さて、FD で学生さんに現場に出てもらったことが今回とても新鮮でした。議論をまと
めようとのことで事前に相談されたようですが、そのことがかえって「優等生」と「物分
かりのよい教官」の「なあなあ」の場になってしまってのではないかとも思いました。あ
くまで個人と個人の意見・主張をぶつけあって頂いた方が議論が発散したとしてももっと
 132 
おもしろかったような気がします。そういう意味で「君らの言うことは全く信じられない」
との先生側の意見にもっと対抗して欲しかったですね。（笑）もちろん学生は立場が弱いの
で対等な議論はできないかもしれませんが。 
 今回一番驚いたのが、数学と物理をなぜ勉強しなくてはならないのかという motivation
が得られないと学生らの何人かが言っていたことです。また気になることの一つに今のカ
リキュラムで特に 1、2回生で余りにも専門に近いところのみをとりいれておられるような
気がします。数学、物理以外にも化学、生物、分子生物学、地学、天文学のような他のサ
イエンスも勉強できるような仕組み（自分で勉強すればいいのかも知れませんが）がやは
り必要な気がしています。 
3 回生の演習で偏微分方程式を解く際、両辺にナブラがあったのをこれは両辺ともこの
逆 3角形みたいなもんを割ればいいんちゃうかと言った同級生がおったとの笑い話を数理
工の先輩から昔聞いたことがありますが、その人は後に博士まですすまれたとの話も聞い
ております。3 回生の演習で、教養で習ったことを完全に復習するシステムが数理工では
あるためと聞いていましたが、もし今でもそういうシステムであれば幅の広い教育も（役
にはたたないでしょうが）京都大学の教育には必要ではないかと思います。（工業化学） 
 
